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 ヘ ミ ング ウ ェ イ の描 く夫 婦 も,例 え ば 「あ る事 の終 わ り」 （“The End of Something” ） （1925）

の恋 人 同 士 や 「医 師 と そ の妻 」 （“The Doctor and the Doctor's Wife” ） （1924） の父 母 や 「兵 士 の

故 郷 」 （“Soldier's Home” ） （1925） の母 子 の 関 係 の延 長 線 上 にあ り,不 仲 や 破 局 とい っ た異 常 な 関

係 に支 配 され て い る。 「雨 の 中 の猫 」 （“The Cat in the Rain” ） （1925） で は夫 婦 生 活 に対 す る倦 怠

感 や欲 求 不 満 が 出始 め,「 季 節 はず れ 」 （“Out of Season” ） （1923） で は倦 怠 感 が 進 行 して不 和 の 兆

候 が 現 わ れ,「 白 い象 の よ う な 山々 」 （“Hills Like White Elephants” ） （1927） で は破 局 の 予 兆 が 見

られ,「 贈 り物 の カ ナ リア 」 （“A Canary for One” ） （1927）,「変 貌 」 （“The Sea Change” ） （1931）,

「エ リオ ッ ト夫 妻 」 （“Mr and Mrs Elliot”） （1924）,「 フ ラ ン シ ス ・マ コ ー マ ー の 短 い 幸 福 な生 涯 」

（“The Short Happy Life of Francis Macomber” ） （1936） で は破 局 が 決 定 的 と な る。 「変 貌 」 と

「エ リオ ッ ト夫 妻 」 で は,破 局 を迎 え る男 女 を描 い た 他 の作 品 と異 な っ て,破 局 へ の過 程 は屈 折 し

グ ロテ ス ク な傾 向 を帯 び て い る。 「フ ラ ン シ ス ・マ コー マ ー の 短 い幸 福 な 生 涯 」 で は訣 別 は時 間 の問

題 と な るが,そ れ を迎 え る前 に突 然 過 激 な 手 段 に よっ て 悲 劇 的 な 決 着 が つ け られ る。「キ リマ ン ジ ャ

ロの 雪 」 （“The Snows of Kilimanjaro” ） で は,作 家 を破 滅 させ,才 能 を破 壊 す る元 凶 と な っ た女

性 と作 家 との 対 立 は,作 家 の突 然 の死 に よ っ て悲 劇 的 な結 末 で 終 る。

 本 論 で は,夫 婦 の 愛 憎 模 様 を描 い た 短 篇 の うち 「キ リマ ン ジ ャ ロ の雪 」 を と りあ げ,金 と女 性 の

虜 とな っ た 主 人 公 が 金 持 ち の 女 性 との従 属 関 係 を清 算 し よ う とす る こ とか ら,二 人 の 間に生 じた相

克 に焦 点 を当 て て,二 人 の 愛 の 実 体 と女 主 人 公 の 女 性 像 を 明 らか に す る。 同 時 に,こ の 短 篇 の 背 景

と手 掛 か りを提 供 し て い る 『ア フ リカ の緑 の丘 』 （Green Hills of Africa） （1935） との 関連 や,こ

の短 篇 に は作 者 自身 の個 人 的 な体 験 が か な り多 く散 りば め られ て い る こ とか ら,そ れ ら との 関 係 を

も明 らか にす る。

 「キ リマ ンジ ャ ロ の 雪 」 （1936） は,そ の姉 妹 編 と もい うべ き短 篇 小 説 「フ ラ ン シ ス ・マ コー マ ー

の短 い 幸 福 な生 涯 」 及 び 長 篇 の狩 猟 旅 行 紀 『ア フ リ カ の緑 の丘 』 と共 に,ヘ ミン グ ウ ェイ が 行 な っ

た第 一 回 の ア フ リカ 狩 猟 旅 行 の体 験 とそ れ か ら得 た知 識 の所 産 で あ る 。 「キ リマ ン ジ ャ ロ の 雪 」 は,

当初 「芽 生 え る友 情 」 （“A Budding Friendship” ） とい う仮 の 題 名 の下 で 執 筆 さ れ た が,手 を加 え

られ な い ま ま机 の 引 き 出 しの 中 に数 か 月 間 放 置 され て い た も ので あ る。 そ の後,1936年 の 『エ ス ク

ワイ ア 』 （Esquire） 誌 の8月 号 に 現 在 の 「キ リマ ン ジ ャ ロ の 雪 」 とい う題 名 で 掲 載 され た の で あ る。

執 筆 当 初 は 主人 公 の名 前 もヘ ン リー ・デ イ ヴ ィ ッ ド ・ソ ロ ー （Henry David Thoreau） と彼 の代 表

作 『ウ ォー ル デ ン―  森 の生 活 』 （Walden;or, Life in the Woods） を暗 示 させ るヘ ン リー ・ウ ォー

ル デ ン （Henry Walden） と され て い た が,「 キ リマ ン ジ ャ ロ の雪 」 と改 題 され た段 階 で は,ハ リー

（Harry） とい う簡 単 な名 前 に改 め られ た の で あ る。



 ヘ ミン グ ウ ェ イ が 最 初 この作 品 の主 要人 物 を ヘ ン リー ・ウ ォ ー ル デ ン と して ソ ロ ー に 執 心 して い

た の は,『 ア フ リカ の緑 の 丘 』の文 学 談 義 の 中 で も吐 露 され て い るが,同 時 代 の 文 人 た ち と違 っ て 自

然 の中 で 素 朴 な 生 活 を実 践 し,自 然 の探 索 を好 ん だ ソ ロー の生 き方 が 子 供 時代 か ら大 自然 の残 っ て

い る辺 境 地 に 引 きつ け られ,冒 険 を好 ん だ ヘ ミ ング ウ ェ イ の生 き方 と一 脈 通 ず る と こ ろが あ っ た た

めで あ ろ う。 事 実,『 ア フ リカ の緑 の 丘 』 の第 一 部 「追 跡 と会 話 」の 第 一 章 で 展 開 さ れ て い る作 家 論

の 中で,対 話 の 相 手 カ ンデ ィス キ ー （Kandisky） か らア メ リカ 最 大 の作 家 は誰 か と問 わ れ た 作 者 は,

歴 代 の ア メ リカ 作 家 を と りあ げ て辛 口 の 批 評 を試 み て い るが,そ の 中 で ソ ロー に も言 及 し,称 賛 し

て い る。 作 者 はエ ドガ ー ・ア ラ ン ・ボ ー （Edgar Allan Poe） （1809－49） とハ ー マ ン ・メ ル ヴ ィル

（Herman Melville） （1819－91） の長 所 と短 所 をひ とし き り批 評 し た後,ア メ リカ初 期 の古 典 作 家

ラ ル フ ・ウ ォル ド ・エ マ ソ ン （Ralph Waldo Emerson） （1803－82）,ナ サ ニ エ ル ・ホ ー ソー ン

（Nathaniel Hawthorne） （1804－64）,ジ ョ ン ・ホ イ ッ テ ィ ア （John Whittier） （1807－92） を槍

玉 に あ げ,皮 肉 た っ ぷ りに こ きお ろ して い る。

 一 方,作 者 は これ らの 古 典 派 の文 人 た ち と同 じ時 代 に活 躍 した ソ ロ ー に つ い て は,“There is one

at that time that is supposed to be really good, Thoreau.”1と 称 え て,自 然 派 の 作 家 で あ るが 故

に,彼 ら と は生 き方 を異 にす る ソロ ー を別 扱 い に して い る。 ヘ ミ ン グ ウ ェ イ が ソ ロ ー に共 感 す る の

は,ソ ロ ー の 生 き方 に彼 の生 き方 と も共 通 す る反 文 化 の 姿 勢 を み て い る か らで あ る 。 ヘ ミ ング ウ ェ

イ は絶 え ず 辺 境 を求 め続 け た作 家 で あ る とい っ て よい 。 子 供 時 代 と第 一 次 大 戦 か ら帰 還 後 の 一 時 期

に毎 夏 過 ご し た場 所 は,「 イ ンデ ィ ア ン部 落 」 （“Indian Camp” ） （1924） や 「医 師 と そ の妻 」の 中 で

も垣 間 み られ る よ う に,イ ン デ ィア ンた ちが 居 住 し,彼 ら と の交 流 が 行 わ れ,ま だ 原 始 林 が 残 っ て

い て辺 境 の 面 影 を と どめ て い た ミシ ガ ン州 の北 端 で あ っ た 。1920年 代 に作 家 の 修 業 時 代 を送 っ たパ

リを別 に す れ ば,ヘ ミ ン グ ウ ェ イ が1928年 に初 め て居 を構 え た の は,ア メ リ カ最 南 端 の フ ロ リダ州

キ ー ・ウ エ ス トで あ り,そ の後1941年 か ら18年 間 の長 期 にわ た っ て 過 ご す こ とに な っ た の は キ ュ ー

バ のハ バ ナ 近 郊 で あ り,晩 年 に療 養 を 兼 ね て 転 地 した先 は,ア メ リ カ の北 西 部 に 当 た る ア イ ダ ホ州

の僻 地 ケ チ ャム で あ る。 二 度 にわ た る ア フ リカへ の狩 猟 旅 行 も,こ の よ う に文 明 の 中 心 地 か ら隔絶

し よ う とす るヘ ミ ング ウ ェイ の生 き方 の延 長 線 上 に あ る と み て よい 。 ま た,闘 牛 体 験,魚 釣 り,狩

猟 な ど も辺 境 地 の探 求 の 一部 とみ な さ れ よ う。 この よ う に,ヘ ミン グ ウ ェ イ が 文 明 を拒 否 し て辺 境

地 へ 向 か お う とす る傾 向 は,大 自然 の野 生 味 を体 験 して 強 烈 な 印 象 を受 け た子 供 時 代 へ の 回 帰 で も

あ っ た の で あ る。 この傾 向 は,ソ ロ ー の簡 素 性 （simplicity） と野 生 （wilderness） を重 要 視 す る反

文 化 の 生 活 態 度 や,ニ ュー ・イ ン グ ラ ン ドの範 囲 内 に限 られ はす るが,自 然 の ま ま の森 や 山 や 河 へ

の 探 索 を実 践 して フ ロ ン テ ィ ア ・ス ピ リ ッ ツへ の 回 帰 を示 し た ソ ロー の生 き方 と相 通 ず る と こ ろが

あ った とみ な して差 し支 え な い。

 ヘ ミン グ ウ ェ イ に よれ ば,「 キ リマ ン ジ ャ ロ の雪 」 の 構 想 は1934年4月 にニ ュ ー ・ヨー クで ヘ ミ ン

グ ウ ェイ を お茶 に招 き,予 定 し て い た 二 度 目 の狩 猟 旅 行 の 資 金 を出 資 した い と 申 し 出 た あ る金 持 ち

の 婦 人 との 出会 い か ら生 まれ た もの で あ る とい わ れ る。2ヘ ミ ング ウ ェ イ が イ ル ・ド ・フ ラ ン ス号 で

ニ ュー ・ヨー クへ 着 い た時,船 報 通 信 員 一 同 に対 して,今 後 はキ ー ・ウ エ ス トに引 き こ も っ て執 筆

に専 念 し,再 度 ア フ リカへ 狩 猟 旅 行 に 出 か け る費 用 を稼 ぐ予 定 で あ る と語 っ た こ とが報 道 さ れ て,

世 間 の注 目 を集 め る こ とに な っ た 。 こ の報 道 記 事 が 一 人 の 高 名 で裕 福 な婦 人 の 目 に と ま り,ヘ ミン

グ ウ ェ イ は こ の 婦 人 か らお 茶 の 招 待 を 受 け る こ と に な っ た の で あ る。 招 待 に応 じ て 出 か け て み る

と,彼 女 の招 待 の 目的 は,彼 が も う一 度 サ フ ァ リに 出 か け る予 定 な ら狩 猟 旅 行 に必 要 な だ け の 資 金

を いつで も用立 て る の で,資 金 が で き る まで 待 つ必 要 が な い こ と を伝 え,自 ら もポ ー リン と同 道 し

よ う と申 し出 る た め で あ る こ とが わ か っ た 。 し か し,ヘ ミ ング ウ ェ イ は この 女 性 の 申 し出 を よ く考

え た上 で丁 重 に断 っ た とい うの で あ る 。



 このエ ピソー ドが事実 とすれば,「 キ リマンジャロの雪」に登場 する金持 ちの女主人公ヘレン

（Helen）は,一 見するとこの女富豪がモデルかヒン トになっていた可能性がありそうだが,カ ーロ

ス ・ベイカーはヘレンをヘ ミングウェイの二度 目の妻ポーリンと結びつけている。ベイカーによれ

ば,こ の短篇の中で は裕福なポーリンの ことが間接的に非難 されているという。3アーカンソー州ピ

ゴッ ト出身のポー リン・プファイファー （Pauline Pfeiffer） は,地 元の綿花加工会社社長兼大地主

である富豪の娘である。彼女が裕福な生活をしていた点は,パ リ時代のヘ ミングウェイ夫妻 と知 り

合った頃 『ヴォーグ』（Vogue）誌のパ リ版のファッション担当記者をしていたという職業柄 とはい

え,最 新の高級ファッションに身を抱んだ垢ぬけした身だしなみが,そ の頃裕福ではなかったハ ド

リー （Hadley）の着古 した地味な服装 と著 しく対照的であった ことに端的に表われている。ポーリ

ンとの関係の一端は,「贈 り物のカナリア」の結末に暗示されているが,4ポ ー リンは当時まだ修業時

代であったヘ ミングウェイの家庭 にまで出入 りして,ハ ドリーか ら奪い取 るような形で彼を手 に入

れてしまう。また,こ の作品の執筆当時 はヘミングウェイ とポー リンとの関係が徐々に悪化 してい

て,彼 が彼女か ら離反 しつつあった事情 が公然 と勾わ されているといわれる。5ヘ ミングウェイは

1940年11月 にポー リンと正式に離婚 し,直 ちにマーサ・ゲルホーン （Martha Gellhorn） と結婚 して

いることから考えれば,こ の頃二人の間に不和の兆候がみられたとして も不思議はない。 こうして

みると,ヘ レンとポーリンとの関係も,ハ リーとヘ ミングウェイとの関係や過去の出来事の回想 と

ヘ ミングウェイの体験 との関係などと共に,伝 記的にみて興味深いエピソードといえよう。

 「キ リマンジャロの雪」も,「フランシス・マコーマーの短い幸福 な生涯」と同様に,ヘ ミングウェ

イの個人的な体験 を軸にした物語ではな く,創 作 された物語であることを証明するのは容易であ

る。ヘ ミングウェイは1933年 から34年 にかけてアフリカへ狩猟旅行 に出かけた時,ア メーバ赤痢 に

かかって治療を受けたことはあったが,壊 疸 にかかったことはな く,ま して死んだ りはしなかった

し,ラ イオン狩 りや水牛狩 りをしたが,ラ イオンに追いかけられて逃亡したことも,妻 に殺害 され

もしなかった。さらに,ハ リーは一個人 としても作家 として も失敗者 とされ,マ コーマー は臆病者

とされて,ヘ ミングウェイ ・ヒーローの弱点や欠点が誇張 され,歪 められているという点では,両

短篇 とも作 られた物語 とみなしてよい。 しかし,「キリマンジャロの雪」では,回 想 シーンを中心に

考察されるならば,個 人的な体験が大 きなウェイ トを占めていることに気づかれよう。

 例えば,三 度 目の回想場面では,1922年 から23年 にかけて,ヘ ミングウェイとハ ドリー夫妻の住

んでいたアパー トのあったパ リのコン トルスカルプ広場周辺の風景 と,そ の界隈に居住 していた貧

しい住民たちの生態が追想されている。カルディナル ・ルモワンヌ街 を登 りつめた丘の上 に位置す

るこの広場 には,ポ ール・ヴェルレーヌ （Poul Verlaine） が息を引き取 ったという曰 くつきの高層

ホテルがたっている。二人の住んでいたアパー トは二部屋 しかなかったので,ハ リーはこのホテル

の最上階の一室 を1か 月60フ ランで借 り,そ の部屋で彼 は自分が将来書こうと思っていた作品の第

一歩 となるものを書いていたことを想い起 こす
。この回想 シー ンは,パ リの修業時代 のヘ ミング

ウェイ個人 の体験 と明 らかに重な り合うこと,ま たハ リーによって構想されている作品こそ,作 家

を志 したヘ ミングウェイの記念碑 ともなるべき最初の短篇集 『われ らの時代 に』（In Our Time）

（1925）を示唆 していることな どから,「キリマンジャロの雪」の中で壊疸にかかって死にかけてい

るハ リー と作者ヘ ミングウェイ とを結びつけることは容易であろう。三度 目の回想では,パ リ時代

の追憶の他に,子 供時代 にヘ ミングウェイ家の別荘 ウィンディミア荘に滞在中,ヘ ミングウェイが

半マイル離れていたべーコン農場か ら牛乳を運んできてその空壜を戻す牛乳運搬 を日課 としていた

頃の,ワ ルーン湖畔の丘の頂 きにたっていたべーコン爺さんの丸太小屋にまつわる想い出や,夏 に

黒い森へ初 めて鱒釣 りの旅に出かけた想い出 も追想されている。

 一度 目の回想シーンでは,1925年 の冬 にヘ ミングウェイ夫妻がオース トリアのシュル ンスに滞在



中,ク レス パ ー シ ュ ピ ッツ 山 の 山 腹 に あ るマ ド レー ネ ル の小 屋 の 上 の 雪 渓 を大 滑 降 し た こ とや,そ

の小 屋 で ス キー 教 師 の ヴ ァル タ ー ・レ ン ト （Walthar Lent） 氏 た ち と トラ ン プ ゲ ー ム を行 な っ て 楽

しん だ 時 の 想 い 出 な どが そ の ま ま描 写 され て い る。 二 度 目 の シー ン で は,女 を 漁 り歩 い た り,女 を

奪 い合 っ て 喧 嘩 した り して,ロ マ ン テ ィ ッ ク な 冒 険 談 に変 形 され て い るが,コ ンス タ ンテ ィ ノ ー プ

ル へ の 旅 が 追 想 され て い る。 四 度 目 の シー ン で は,1930年 と32年 の二 度 に わ た っ て 訪 れ た こ とが あ

る,ワ イ オ ミ ング の パ イ ロ ッ ト とイ ンデ ッ ク ス の 峰 々 の雄 姿 が 夕 日 を 背 に受 け て黒 々 と聳え て み え

る ノ ー ドク ィ ス ト牧 場 で乗 馬 し た り,釣 りを した りし た想 い 出 や,牧 場 を貫 流 す る灌 概 用 水 路 の 澄

み切 っ た 水 の静 か に流 れ る音 と,台 地 に美 し く映 え る ヨ モ ギ の 茂 み な ど の印 象 深 い 場 面 が 回 想 され

て い る。

 この 短 篇 で は,回 想 シ ー ン以 外 に も伝 記 的 な特 徴 が 著 し い こ と を裏 づ け る場 面 が い くつ か 認 め ら

れ る。 例 え ば,He remembered poor Julian and his romantic awe of them and how he had

started story once that began,“The very rich are different from you and me.” And how some

one had said to Julian, Yes, they have more money.（p.72） とい う場 面 が あ る。 金 持 ち に対 して

ロ マ ン テ ィ ッ ク な畏 敬 の念 を抱 き,金 持 ち 階 級 を過 剰 に意 識 し た 書 き 出 し の 短 篇 を書 い た 哀 れ な

ジ ュ リア ン （Julian） とは,言 う まで もな くフ ラ ン シ ス ・ス コ ッ ト ・フ ィ ッ ツ ジ ェ ラル ド （Francis

Scott Fitzgerald） （1896－1940） の こ とで あ り,彼 の書 い た 短 篇 と は 「金 持 ち の 少 年 」 （“The Rich

Boy” ） で あ り,6そ れ を茶 化 した人 物 と は,他 な らぬ ヘ ミ ング ウ ェ イ 自身 の こ とで あ る。

 この場 面 に関 して,そ れ以 上 にヘ ミ ン グ ウ ェイ 個 人 の想 い 出 が 素 材 と し て用 い られ て い る こ と を

裏 づ け る点 は,大 金 持 ち も想 像 し て い た ほ ど魅 惑 的 で な い と悟 っ て破 綻 し た ジ ュ リア ン とい う人 物

が,雑 誌 に 掲 載 さ れ た 版 で は ス コ ッ ト ・フ ィ ッ ツ ジ ェ ラ ル ド と さ れ て い た こ とで あ る。 フ ィ ッ ツ

ジ ェラ ル ドは 自分 の 名 前 が この 短 篇 の 中 で使 用 され て い る の をみ て 激 怒 し,ノ ー ス ・カ ロ ラ イ ナ の

旅 先 か ら抗 議 の書 簡 を ヘ ミン グ ウ ェイ に書 き送 っ た ので あ る。

 Dear Ernest:Please lay off me in print. If I choose to write de profundis sometimes it

 doesn't mean I want friends praying aloud over my corpse. No doubt you meant it kindly,

 but it cost me a night's sleep. And when you incorporate it［the story］in a book would you

 mind cutting my name？ It's a fine story―  one of your best―even though‘Poor Scott

 Fitzgerald, etc.'rather spoiled it for me. Ever your friend,

                      Scott

 ［P.S.］Riches have never fascinated me, unless combined with the greatest charm or

 distinction.7

この 抗 議 を受 けて,ヘ ミン グ ウ ェイ は ス コ ッ ト ・フ ィ ッツ ジ ェ ラ ル ドを ジ ュ リア ン に 変 更 した の で

あ る。 こ の よ う に,こ の 短 篇 に は過 去 の個 人 的 体 験 か ら生 まれ た エ ピ ソ ー ドが 至 る と こ ろ に散 りば

め られ て い る が,サ フ ァ リの体 験 と直 接 あ る い は 間接 に 関 わ る逸 話 も,当 然 の こ とな が ら作 品 の 一

部 を 占 めて い る。

 旧友 の コ ンプ トン （Compton） の操 縦 す る小 型 飛 行 機 が 死 に瀕 し て い るハ リー の 救 助 に 飛 来 して,

彼 をナ イ ロ ビの病 院 へ移 送 し て くれ る だ ろ う と彼 が想 像 す る最 後 の ク ラ イ マ ッ ク ス の場 面 で は,ヘ

ミン グ ウ ェ イ が 赤 痢 の 治 療 を受 け る た め に,タ ンザ ニ ア の 狩 猟 地 か ら小 型 の 複 葉 機 で発 っ た 時 の こ

とが 明 らか に 回 想 さ れ て い る。1934年1月,狩 猟 を 開 始 して か ら間 もな くの こ と,ヘ ミン グ ウ ェ イ

に ア メ ーバ 赤 痢 の兆 候 が 現 わ れ,1月 中 頃 に は症 状 が 最 悪 の 状 態 と な っ た 。 ヘ ミ ング ウ ェ イ一行 の

狩 猟 案 内人 フ ィ リ ップ ・パ ー シ ヴ ァル （Philip Percival） は,ヘ ミン グ ウ ェイ を ナ イ ロ ビへ 送 っ て



赤 痢 の手 当 て を受 け さ せ よ う と救 助 の 飛 行 機 を手 配 した 。 虚 構 の場 合 と同様 に,救 援 機 は二人 乗 り

の複 葉 機 で あ り,キ ャ ンプ 地 の近 くの 地 面 は飛 行 機 の 離 着 陸 に備 えて平 ら にな ら され た。 機 映 が 見

え る と,着 陸 地 点 を 示 し,飛 行 機 を誘 導 す る た め に,短 篇 の 中 で 少 年 た ち が 走 り出 して行 って 火 を

焚 きつ け,そ の上 に 草 を積 み 重 ね た よ う に,キ ャ ンプ の 使 用 人 た ちが 滑走 路 の両 側 で焚 火 を した 。

ハ リー を乗 せ た 飛行 機 も,ヘ ミ ング ウ ェ イ を乗 せ た飛 行 機 も,ナ イ ロ ビへ 向 か う途 中 ア ル ー シ ャ に

立 ち 寄 る必 要 性 が 生 じ る か も しれ な い の で 急 き ょ出 発 す る 。 とい うの も,ナ イ ロ ビ まで は空 路200

マ イ ル 以 上 あ るた め,途 中 の ア ル ー シ ャ で飛 行 機 に燃 料 を補 給 し な けれ ば な らな い事 態 が 生 じ るか

も しれ な い か らで あ る。 た だ,史 実 上 で は救 援 機 は ア ル ー シ ャ に立 ち寄 っ て か らナ イ ロ ビへ 向 か う

が,虚 構 上 で は燃 料 の 足 りる見 きわ めが つ い た た め,ア ル ー シ ャへ 向 か わ ず に左 へ 折 れ て一 路 ナ イ

ロ ビへ 向 か うの で,こ の点 は事 実 と虚 構 とで は や や異 な っ て い る。

   ...ahead, all he could see, as wide as all the world, great, high, and unbelievably white in

the sun, was the square top of Kilimanjaro.（p.76） と描 写 され て い る よ うに,幻 想 の 中 でハ リー

は ナ イ ロ ビへ 向 か う途 中,飛 行 機 か ら東 側 の前 方 に 雪 を頂 い て純 白 に輝 くキ リマ ン ジ ャ ロ の雄 大 な

姿 を見 な が ら永 遠 の世 界 へ 昇 華 され る。 ヘ ミング ウ ェイ も赤 痢 の 治 療 を受 け るた め ナ イ ロ ビへ 向 け

て 飛 行 中,機 上 か らは る か東 方 に雲 に包 まれ,雪 を頂 い た キ リマ ン ジ ャ ロ の雄 姿 を 目 の あ た りに見

て い る。 作 品 の 冒頭 に掲 げ られ て い る エ ピグ ラ フで は,Kilimanjaro is a snow covered mountain

19,710 feet high, and is said to be the highest mountain in Africa....    Close to the western

summit there is the dried and frozen carcass of a leopard.（p.52） と述 べ られ て い る。 ベ イ カー

に よれ ば,キ リマ ンジ ャロ の 西 側 の 山頂 付 近 に横 た わ っ て い る干 か らび て 凍 りつ い た豹 の死 骸 の こ

と は,ヘ ミ ン グ ウ ェ イ が 狩 猟 ガ イ ドの パ ー シ ヴ ァル か ら 聞 い た 話 を基 に した もの で あ る とい わ れ

る。 パ ー シ ヴ ァル の話 に よれ ば,リ チ ャー ド ・ロイ シ ュ （Richard Reusch） とい う登 山家 が1926年

の秋 に,キ リマ ンジ ャ ロの キ ボ ー峰 の 外 輪 山 の 火 口 の縁 で,か らか ら に乾 い て 凍 りつ い た豹 の屍 を

発 見 した とい う。 ヘ ミ ン グ ウ ェ イ はエ ピ グ ラ フ をNo one has explained what the leopard was ㏄

seeking at that altitude.（p.52） と意 味 深 長 に締 め く くっ て い る が,豹 は山 羊 を追 い か けて い た と

い うの が 真 相 で あ る と いわ れ る。8

 「フ ラ ン シ ス ・マ コー マ ー の短 い 幸 福 な生 涯 」 と 「キ リマ ン ジ ャ ロの 雪 」 の 背 景 とな る知 識 を提 供

して い る 『ア フ リカ の緑 の丘 』 の 中 で,作 者 は狩 猟 旅 行 紀 の他 に独 自の 文 学 論 を展 開 して い る。 そ

の 中 で 最 も興 味 を引 く話 題 の 一 つ は,“How far prose can be carried if any one is serious enough

and has luck. There is a fourth and fifth dimension that can be gotten.”9と,散 文 の可 能 性 に

言 及 され て い る点 で あ る。 四 次 元 あ るい は五 次元 の散 文 が 実 現 さ れ るた め に作 家 に 要 求 さ れ る資 質

は,キ ップ リン グ （Kipling） （1865－1936） の よ うな 才能,フ ロ ーべ ール （Flaubert） （1821－80）

の よ うな修 練,絶 対 不 変 の良 心,そ れ に知 性 と公 正 で あ る。 特 に散 文 の可 能 性 を実 現 す るた め の最

も困難 な点 は,時 間 が あ ま りに 短 い の で,生 き抜 い て 仕 事 を や り と げ る こ とで あ る,と ヘ ミ ング

ウ ェ イ は力 説 して い る 。 散 文 の可 能 性 の追 求 が い か に 困難 な も の か を 身 を も って 実 証 した典 型 的 な

人 物 こそ,志 を とげ ぬ ま ま人 生 の 半 ば で死 地 に赴 く作 家 ハ リー で あ る。

 忍 び よ る死 を意 識 しな が らハ リー が 罪 悪 感 に苛 まれ るの は,金 と酒 と女 に溺 れ,高 慢,偏 見,怠

惰,そ し て俗 物 根 性 に どっ ぷ り漬 って 修 業 を 怠 り,才 能 を破 壊 した 愚 か さ と,作 家 と して の 信念 を

裏 切 った こ とに対 す る深 い 悔 恨 の情 で あ る。 彼 は 自己 の 犯 した 愚行 と無 為 に浪 費 した過 去 の人 生 に

対 す る悔 悟 の念 か ら,人 生 を も う一 度 や り直 し,作 家 と して の 修 業 の生 活 に再 び戻 ろ う と決 意 して,

想 い 出 の 地 ア フ リカへ や って きた の で あ る。 ア フ リカ は人 生 の 最 盛 期 に最 も幸 福 に 過 ご し た場 所

だ っ た の で,人 生 の再 出 発 の きっ か け をつ か む に は最 もふ さわ しい土 地 だ った か ら で あ る。しか し,

彼 の再 出発 の 悲願 も,壊 疸 に よ る死 に よ っ て志 半 ば に して 挫 折 して し ま うの で あ る。 次 第 に も う ろ



うとして くる意識 の中で,次 々 と回想されるまだ作品化 されずに取っておかれた素材 も,日 の目を

みる機会が与えられぬまま,ハ リーの死 と共に永遠に葬 り去 られて しまう。『アフリカの緑の丘』の

文学論の中で,ヘ ミングウェイが熱 っぽ く語 った文学の極致 ともい うべ き四次元あるいは五次元の

散文の可能性を,こ のような素材を利用 して試めす こともな く,ハ リーは死を迎 えなければならな

い。

 この作 品 の エ ピ グ ラ フKilimanjaro is a snow covered mountain 19,710 feet high, and is said

to be the highest mountain in Africa. Its western summit is called the Masai“Ngaje Ngai,”the

House of God....（p.52） の キ リマ ン ジ ャ ロの 別 名 「神 の 館 」 は,文 学 の 極 致 の 象 徴 と し て 用 い

られ て い る。 そ れ 故,続 くエ ピ グ ラ フ 「こ の西 側 の 頂 上 近 くに,干 か らび て 凍 りつ い た一 頭 の豹 の

死 体 が 横 た わ っ て い る。」の 中 にみ え る 「神 の 館 」 に到 達 して,屍 とな りな が ら も朽 ち 果 て る こ とな

く永 遠 に そ こ に横 た わ っ て い る豹 は,文 学 の理 想 の 極 致 に達 す る夢 が 実 現 され ず に,徐 々 に 体 が腐

敗 して 命 を終 え よ う と して い るハ リー と対 照 さ れ て い る の で あ る 。 ハ リー が 豹 の辿 りつ い た 「神 の

館 」 と呼 ば れ る キ リマ ン ジ ャ ロ の頂 上 に 到 達 す るの は幻 想 の 中 で あ る。 とい う の も,ハ リー が 幻 覚

の 中 で 救 援 機 に乗 り こん で ナ イ ロ ビへ 向 か う途 中,機 上 か ら雪 を い た だ い た キ リマ ン ジ ャ ロ の 高 峰

を 望 み,自 分 が行 こ う と して い る の は,陽 光 を浴 び て 純 白 に輝 くあ の キ リマ ン ジ ャ ロ だ と悟 るか ら

で あ る。

 『ア フ リカ の 緑 の丘 』で 展 開 され て い る文 学 論 の 中 で,第 二 の興 味 深 い 点 は,作 家 を破 滅 させ た り,

作 家 の 才 能 を阻 害 し た りす る要 因 に触 れ て い る こ とで あ る。 『ア フ リカ の緑 の 丘 』との 関連 か ら い え

ば,「 キ リマ ン ジ ャ ロ の 雪 」は散 文 の 可 能 性 を探 求 した 作 品 とい う よ り も,む し ろ こ の作 家 を破 滅 さ

せ る要 因 を分 析 した 作 品 とみ るべ きで あ る。 作 家 の破 滅 の 原 因 の一 つ と して,作 家 の信 念 の欠 如 が

挙 げ られ て い る。 信 念 の喪 失 は,作 家 が 批 評 家 に耳 を傾 け過 ぎ る こ とか ら生 じる 。 例 え ば,あ る作

家 が あ る批 評 家 か ら大 家 だ と称 賛 され て,そ の批 評 家 の評 価 を真 に受 け る とす る と,け な さ れ た 場

合 に もそ の 批 評 家 を信 用 して し ま うた め,そ の作 家 は 自信 を失 っ て し ま うか らで あ る とい っ て,作

者 は作 家 個 人 の 自律 心 と信 念 の 欠 如 の 怖 さ を指 摘 し て い る。

 それ 以 上 に 深 刻 な 要 因 は,経 済 的 な 問 題 で あ る。 作 家 は作 品 を書 くこ とに よっ て 金 を儲 け る と,

金 儲 け の虜 に な っ て乱 作 し,駄 作 を書 き散 らす 結 果 に な る,と 作 者 は警 告 して い る。 “They make

money. It is only by hazard that a writer makes money although good books always make

money eventually. Then our writers when they have made some money increase their

standard of living and they are caught. They have to write to keep up their establishments ,

their wives, and so on, and they write slop.”10 こ の よ うに,作 家 は才 能 を研 く こ と よ り も金 儲 け に

走 る傾 向 が あ り,作 者 は この 怖 さ を戒 め て い る ので あ る。 「キ リマ ン ジ ャ ロ の 雪 」で は,経 済 的 な 問

題 は金 持 ち連 中,特 に金 持 ち の女 性 と結 び つけ られ た形 で と りあ げ られ,作 家 を破 滅 させ る元 凶 と

して 強 調 さ れ て い る。 とい う の も,主 人 公 の作 家 は安 逸 な生 活 を手 に 入 れ るた め に,裕 福 な 未 亡 人

の お抱 え者 とな って,自 己 の 人 生 と才 能 を台 な し に し て しま うか らで あ る。

 『ア フ リカ の 緑 の丘 』の文 学 談 義 で は,批 評 と金 の 有 害 性 の他 に,理 由 は示 され て い な い が 作 家 を

堕 落 させ る要 因 と して,政 治,女,酒,野 心 が 挙 げ られ て い る。 そ う した 点 を考 え 合 わ せ る と,「 キ

リマ ン ジ ャ ロ の 雪 」 で は,金 と酒 と女 が 作 家 の活 動 や 才 能 を 阻 害 す る元 凶 と して 特 筆 され て い る と

み るべ きで あ る。 壊 疸 に酒 が 悪 い こ とか ら,妻 が ハ リー の飲 酒 を禁 じて い る に もか か わ らず,彼 は

ウ イ ス キー ソ ー ダ を再 三 要 求 す る た め,酒 を飲 む,飲 ませ な い とい う問 題 で 二人 が 何 度 も 口論 す る

シー ン は,ハ リー の飲 酒 癖 を象 徴 した 出 来 事 とい え よ う。ハ リー が 痛 飲 す る よ うに な っ た の は
,He

had had his life and it was over and then he went on living it again with different people and

more money, with the best of the same places, and some new ones.（p.59） こ とか ら明 ら か な よ



うに,金 持 ち 連 中 と交 際 して これ ま で と は質 の違 っ た 生 活 を 始 め る よ う に な っ て か ら の こ とで あ

る。 ハ リー はThe rich were dull and they drank too much, or they played too much backgam－

mon. They were dull and they were repetitious.（p.72） と非 難 し,軽 蔑 して い る に もか か わ らず,

金 持 ち 連 中 と ヨー ロ ッパ か らア フ リカ ま で あ ち こち駆 け ま わ っ た挙 句,知 覚 を鈍 らせ て し ま うほ ど

自 ら も酒 浸 りに な っ て,彼 らを批 判 す る資 格 が な い人 間 とな っ て し ま う。

 作 家 ハ リー は金持 ち た ち とつ き合 う よ うに な っ て か ら,...you made an attitude that you

cared nothing for the work you used to do, now that you could no longer do it.（p.59） よ うに,

す ぐれ た作 品 を世 に 出 す こ と もな く,無 為 の う ち に幾 年 も過 ご して きた の で あ る。 彼 は金 持 ち 連 中

と遊 び 回 り,酒 と女 に うつ つ を ぬ か して 安 逸 な生 活 を食 り続 け,も の を書 く才 能 を な い が し ろ に し

て い る 間 に,そ れ を錆 つ か せ て し ま う こ と に な っ た の で あ る。 彼 は 自 己 の 才 能 を鈍 らせ た責 任 を

this rich bitch, this kindly caretaker and destroyer of his talent（p.60） と呼 ん で,金 持 ち階 級 の

一 人 で あ り
,彼 に何 不 自由 の な い安 楽 な生 活 を提 供 した ヘ レ ン に帰 させ よ う とす る。 しか し,同 時

に 自堕 落 な生 活 を送 っ た 結 果,才 能 を潰 した の は 自分 自 身 な の だ と言 っ て,彼 は己 の非 を も責 め る

の で あ る。Nonsense. He had destroyed his talent himself....He had destroyed his talent

...  by laziness, by sloth, and by snobbery, by pride and by prejudice, by hook and by crook.

 ...It was a talent all right but instead of using it, he had traded on it.（p.60） こ の ア ン ビヴ ァ

レ ン トな心 境 は,明 らか に彼 が 過 去 数 年 間 にわ た る放 湯 生 活 を省 察 して,自 責 の 念 に駆 られ て もい

る か ら に他 な らな い 。

 この 短 篇 を伝 記 的 な観 点 か ら解 釈 す る フ ィ リ ップ ・ヤ ン グ は,堕 落 した生 活 に対 す るハ リー の 責

任 転 嫁 か ら自責 へ と揺 れ 動 く姿 勢 に,一 流 の小 説 『武 器 よ さ らば』 （A Farewell to Arms） （1929）

を世 に出 して か ら 「キ リマ ン ジ ャ ロ の 雪 」が書 か れ る1936年 まで に7年 とい う歳 月 が 流 れ 去 っ た が,

そ の 間 に この名 作 に 匹 敵 す るす ぐれ た作 品 を生 み だ して い な い こ とに対 す るヘ ミン グ ウ ェ イの 反 省

の弁 が 読 み とれ る と主 張 して い る。11「キ リマ ン ジ ャ ロの 雪 」の 中 で,ヘ ミ ング ウ ェ イ は7年 間 とい

う もの 不 本 意 な が ら才 能 を使 う こ とな く,怠 惰 な生 活 を送 っ て才 能 を台 な し に し て し ま っ た 自己 を

分 析 し,小 説 家 と して の 過 去 の 失 敗 や 過 ち を省 み て い る とい う の で あ る。 換 言 す れ ば,「 キ リマ ン

ジ ャ ロ の雪 」そ の ものが,作 者 が 過 去 に犯 した 罪 を浄 化 す る機 能 を果 た して い る の で あ る。 従 っ て,

この 作 品 は金 持 ち に幻 滅 して 破 綻 し た あ の哀 れ な ジ ュ リア ン と同 じ運 命 を辿 る こ とな く,永 遠 に残

る純 粋 な作 品 を書 きあ げ よ う とす る作 者 の強 い決 意 と信 念 を表 した もの で あ る と もい え よ う。

 「キ リマ ン ジ ャ ロ の 雪 」の 中 で,作 家 を破 壊 す る元 凶 と して 何 よ り も指 弾 の 的 とさ れ て い る ものが

金 持 ち の女 性 で あ る。 この 問題 はち ジ ュ リア ンの よ うに 破 滅 の道 を辿 らな い う ち に,主 人 公 の作 家

が 金 持 ち の 女性 との 屈 従 的 な 支 配 関係 を断 と う と して,彼 女 を糾 弾 す る こ とか ら二 人 の 間 に生 じ た

摩 擦 とい う形 で 小 説 化 さ れ て い る。 事 実,こ の短 篇 で は作 家 と この 女富 豪 と の確 執 に 焦 点 が 当 て ら

れ て お り,二 人 の 軋 礫 は 回想 と綾 を織 りな し,淡 々 と進 行 す る プ ロ ッ トの 中 で 唯 一 劇 的 で 緊張 感 に

あ ふ れ た場 面 をつ く りだ して い る。 ハ リー は金 持 ち の 未 亡 人 ヘ レ ン との 出 会 い に よ って,逸 楽 的 な

生 活 に の め りこん で し ま っ た が,こ れ は金持 ち連 中 との 交 際 に よ って享 楽 的 な生 活 に溺 れ て い た こ

と の延 長 線 上 に あ っ た とみ て よ い。

 マ コ ー マ ー の妻 マ ー ゴ ッ トが 積 極 的 に 男性 を破 壊 す る女 性 で あ る とす れ ば,ヘ レ ン は消 極 的 に男

性 を支 配 し,破 壊 力 を潜 め た 女 性 とい え る。 しか し,一 見 す る と彼 女 は男 性 に献 身 的 に尽 くす タ イ

プ の女 性 にみ え る。 ハ リーが 壊 疸 に か か っ て死 を意識 し なが ら横 た わ って い る 間 中,懸 命 に看 護 と

世 話 を す る し,マ ー ゴ ッ トと は違 っ て彼 の 悪 態 に 反 抗 す る こ と も な く,涙 さ え み せ る。 彼 女 の この

従 順 な態 度 に彼 はつ い軟 化 して,“I Love you, really. You know I love you.I've never loved

any one else the way I love you.” （p.58） とい う虚 偽 が い つ も彼 の 口 を つ い て で る。 こ の虚 偽 こ



そ,彼 が ヘ レ ン に 支 配 され,服 従 して い る こ とを認 め て い る証 左 に他 な らな い 。 別 言 す れ ば,こ れ

は二人 の 支 配 関 係 を容 認 して い る た め の言 わ ざ る を えな い お世 辞 な の で あ る。 しか も,こ の 甘 言 を

口 に 出 さ ざ る を え な い 理 由 が彼 の 方 に は存 在 す る 。 この 虚 言 に よ っ て,彼 は己 の 快 適 な 生 活 手 段 と

彼 女 の 熟 練 し た 肉体 を手 に入 れ て い た か らで あ る 。言 わ ば,自 己 の 生 活 の 保 障 と慰 安 と を得 る た め,

彼 は大 金 持 ち の未 亡 人 の お抱 え者 に な っ た ので あ る。 二 人 が 一 緒 に 生 活 す る よ う に な っ た経 緯 を知

る と,こ の 間 の事 情 が 明 らか に な る 。

  She liked what he wrote and she had always envied the life he led...  The steps by which

 she had acquired him and the way in which she had finally fallen in love with him were all

 part of a regular progression in which she had built herself a new life and he had traded away

 what remained of his old life.

  He had traded it for security, for comfort too...   She would have bought him anything

 he wanted. He knew that. She was a damned nice woman too.（pp.61－62）

こ の よ う に,彼 は過 去 の 生 活 と活 力 を売 っ て 安 楽 な生 活 と快 楽 を 手 に入 れ て い た の で あ る。 従 っ

て,ハ リー が ヘ レ ン に 向か っ て,彼 女 こそ 彼 の 堕落 の根 源 な の だ と敵 対 感 情 をむ きだ し に し て み て

も,所 詮 空 し い反 抗 にす ぎな い 。 結 局,He could feel the return of acquiescence in this life of

pleasant surrender.（p.64） と,彼 は彼 女 に譲 歩 し,現 状 に 甘 ん じ ざ る を え な くな る 。

 彼 は経 済 的 な 面 は もち ろん,快 適 な 生 活 の あ ら ゆ る面 を彼 女 に依 存 して い るの で,彼 女 が 支 配 権

を握 るの は当 然 の こ とな の だ が,彼 女 の 方 で は そ の素 振 りす ら み せ よ う とは し な い 。

 ”It（money）was always yours as much as mine. I left everything and I went wherever you

 wanted to go and I've done what you wanted to do.” （p.55）

彼 女 は優 位 を誇 示 す る ど こ ろか,む し ろへ り くだ っ た態 度 を と る。 彼 女 は最 大 の武 器 の一 つ で あ る

金 銭 面 に つい て も優 越 感 を露 わ に す る こ とは な く,相 手 をた て て 下 手 に 出 よ う とす る態 度 す ら取 る

ので あ る。 しか し,ハ リー か らみ れ ば,こ の 態度 こそ彼 女 が 支 配 権 を掌 握 して い る拠 所 な の で あ る。

「この金 持 ち の 牝 犬,こ の 親 切 な 世 話 や き,彼 の才 能 の 破 壊 者 」や,「 お れ をお 抱 え 者 に し た り し な

か っ た ら」 な ど と彼 が 罵 倒 す る の は,彼 女 の有 利 な立 場 を利 用 し よ う とせ ず,む し ろ 自 己 を卑 下 す

る態 度 に こ そ,実 は大 変 な破 壊 力 が 潜 め られ て い る こ と を確 信 し て い る か らに他 な ら な い 。 彼 女 は

相 手 の立 場 に立 つ お と な し い態 度 を盾 に し て,金 とベ ッ ド とい う男 性 を 所 有 し,支 配 す る た め の最

大 の武 器 を振 回 し て い た ので あ る。 そ れ 故,彼 の 才能 を鈍 らせ た 原 因 は,彼 女 の利 己 的 な 所 有 欲 に

あ る の だ と敵 愾心 を露 わ に し て も,結 局 彼 は彼 女 の 温順 な態 度 の 前 に,い つ も去 勢 さ れ た 雄 牛 の よ

うにす ごす ご と引 き下 が らざ る を え な くな る 。 そ れ ど こ ろか,彼 の 才 能 は己 が 破 壊 し た の だ と 自分

自身 を責 め さ えす る こ とに な る の で あ る。 従 っ て,一 見 す る とヘ レ ン は 自己 の優 位 を誇 示 して,そ

の立 場 を利 己 的 に利 用 す る マ ー ゴ ッ ト とは著 しい 対 照 性 を示 し て い る こ とか ら善 女 とみ られ が ち だ

が,マ ー ゴ ッ ト と は異 質 な形 で 男 性 を支 配 し破 壊 す る悪 女 と し て描 か れ て い る とみ る べ きで あ る。

 ヘ レ ン の一 見 優 しい献 身 的 な 態 度 は,「 兵 士 の故 郷 」に登 場 す る ク レ ッ ブ ズ の母 親 の姿 を想 起 させ

る。 母 親 が 息 子 を庇 護 して 更 生 させ よ う と母 性 愛 を発 揮 す れ ば す る ほ ど,彼 女 は彼 の苦 し い 心境 や

境 遇 を無 視 し,彼 の意 志 と欲 求 を抑 圧 す る こ と に な る。 ヘ レ ン も抱 擁 力 とい う母 性 愛 に よ っ て,死

期 が近 い こ と を察 知 して 自制 心 を失 い が ち な ハ リー を優 し く包 み こみ,苦 痛 を い や そ う とす る。 こ

の母 性 本 能 こそ,ハ リー の意 志 と欲 求 を抑 圧 し,金 とベ ッ ド と は別 の 形 で 彼 を 支配 して 腑抜 け に す



るみなもとで もある。ヘ レンの悪女の本質を認識 したハ リーは,彼 女 との服従 と支配の関係 を断ち

切 ろうとするところか ら,二 人の間に精神的な摩擦が生 まれるのである。それは,マ コーマーのよ

うに悪態をついて反抗するハ リーの態度 と,そ れを優 しく受けとめながら支配権を維持 しようとす

るヘレンの態度 とがぶつか り合 うところに具体的に現われている。 しかし,マ コーマーが臆病で依

存心の強い性格を克服 して,妻 との腐縁を断ち切 り,離 別しようとする矢先に命を失 うように,ハ

リーもヘレンの破壊力 を潜めた支配か ら脱 して,人 生の再出発をはかろうと決意するが,そ れが成

就 しないうちに死を迎 えなければならない。

 こうしてみると,「キリマンジャロの雪」も,男 女の愛憎模様 と男女の対立や破壊意識から生じた

異常な関係 とを扱った短篇の世界 と同一線上にある作品 といえよう。さらにいえば,愛 が幸福な結

末 を決 して迎 えることのない男女の異常な世界を追求すれば,結 局は生き方 も趣味 も合わず,臆 病

な父を強気な母が支配するといった,お よそ正常 とは思われないヘ ミングウェイの父母の関係に行

きつ くのである。これは,ヘ ミングウェイが実生活の世界において も,虚 構の世界 においても,終

生 この原点に捉われ続 けたことを意味 している。
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